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ははややぶぶささ２２のの経経緯緯
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SCI Separation 
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EFP (Explosively Formed Projectile)-based 
technology applied to Small Carry-on 
Impactor (SCI) 
 Very short acceleration distance 

- 2km/s in 1msec. 
 5kg explosive, 2kg electronics,  

2kg impact mass, 9kg structure 
 Expected crater size D=2-10m.
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原始惑星系円盤から
現在の小惑星への進
化に伴う物質の変遷
の解明 

微惑星から近地球型小惑星に至るまでの熱進化
の紐解き。現在の表面特性を把握した上で、サン
プルの詳細分析を実施。熱進化イベントの時間軸
を付け、軌道進化の理論も加味し，45億年にわ
たる熱進化の履歴を理解する 

汚染・サンプリングバイアスのないサンプルを採
取し，ミクロスケールでの詳細分析を実施する．
小惑星表面のマクロスケール地質・物質情報と合
わせ，微惑星での鉱物・水・有機物相互作用に
よる有機物の多様化を探る 

分光観測，サンプル分析から天体スケールでの小
惑星材料物質の非均一性を同定．原始太陽系円
盤から微惑星が取り込んだ高温物質（鉱物）・
低温物質（水・有機物）を調べ、円盤内での物
質の不均一分布や移動を理解する 

衝突破壊・合体のプロセスの履歴を含めた謎解
き。 天体全体スケールで構造を観測し、微小天
体の衝突過程をモデル化する。微惑星のアナログ
天体としての微小天体の姿を理解する。 

微惑星と小惑星の構造的・ 
力学的なりたちの解明 
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( ) 

小惑星1999 JU3の軌道 

(Muellerら
による。動
画は会津大
による) 

＊1. 川上恭子et al. 2010, 日本惑星科学会誌『遊星人』 19(1), 4-11. 
＊2. Müller et al. 2011, A&A 525, A145. 
＊3. Hasegawa et al. 2008, Publ. Astron. Soc. Japan 60, S399-S405 
＊4. Binzel et al. 2001, Icarus 151, 139-149.  
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微小NEO（地球接近小惑星）の概念が変わった！ 

「「ははややぶぶささ22」」はは？？  

「「ははややぶぶささ」」のの発発見見  


